
昨
年
11
月
、
大
阪
市
で
大

規
模
な
倉
庫
火
災
が
あ
り
、

鎮
火
ま
で
に
６
日
間
を
要
し

て
問
題
に
な
っ
た
。
そ
の

後
、
同
じ
大
阪
で
診
療
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
火
災
が
発
生

し
、
25
人
の
方
が
亡
く
な
ら

れ
た
た
め
、
本
連
載
で
は
先

月
そ
ち
ら
を
先
に
取
り
上
げ

た
が
、
今
回
、
改
め
て
こ
の

大
規
模
倉
庫
火
災
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
倉

庫
の
火
災
危
険
と
そ
の
防
火

安
全
対
策
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

大
阪
日
立
物
流
の
倉
庫
火
災

大
阪
の
日
立
物
流
の
倉
庫

火
災
は
、
２
０
２
１
年
11
月

29
日
朝
９
時
前
に
発
生
し

た
。
同
倉
庫
は
大
阪
市
の
港

湾
地
区
に
あ
り
、
主
に
医
薬

品
、
医
療
用
品
、
食
品
、
工

具
な
ど
を
扱
っ
て
い
た
。
従

業
員
１
６
０
人
は
全
員
無
事

に
避
難
し
た
が
、
窓
な
ど
の

開
口
部
が
少
な
い
た
め
消
防

活
動
が
難
航
し
、
鎮
火
し
た

の
は
６
日
後
の
12
月
４
日
午

後
５
時
だ
っ
た
。
６
階
建
て

総
延
床
面
積
約
５
３
０
０
０

㎡
の
う
ち
、
約
３
８
７
０
０

㎡
を
焼
損
し
て
い
る
。
火
災

原
因
は
、
同
工
場
で
働
い
て

い
た
19
歳
の
派
遣
社
員
が
、

職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
、

倉
庫
１
階
南
側
に
積
ま
れ
て

い
た
運
搬
用
の
段
ボ
ー
ル
製

「
パ
レ
ッ
ト
」
に
放
火
し
た

も
の
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、

同
社
員
は
逮
捕
さ
れ
て
い

る
。

近
年
の
主
な
倉
庫
火
災

倉
庫
火
災
と
い
う
と
、
２

０
１
７
年
２
月
に
発
生
し
た

埼
玉
県
三
好
市
の
ア
ス
ク
ル

の
火
災
（
本
紙
２
０
１
７
年

４
月
10
日
号
拙
稿
参
照
）
の

印
象
が
強
い
が
、
そ
の
後
も

大
規
模
な
火
災
が
続
発
し
て

い
る
。

２
０
２
０
年
に
は
、
４
月

に
宮
城
県
岩
沼
市
の
冷
凍
倉

庫（
延
べ
面
積
約
44
千
㎡
）の

火
災
が
起
き
て
、
死
者
は
な

か
っ
た
が
鎮
火
ま
で
に
６
日

を
要
し
て
お
り
、
７
月
に
は

静
岡
県
吉
田
町
で
工
場
兼
倉

庫
（
延
べ
面
積
約
7
千
㎡
）

の
火
災
で
、
現
場
確
認
を
し

て
い
た
消
防
士
と
警
察
官
４

名
が
殉
職
し
て
い
る
。
こ
の

年
に
は
、
４
月
に
韓
国
の
利

川
で
工
事
中
の
物
流
倉
庫
で

断
熱
用
の
発
泡
ウ
レ
タ
ン
が

吹
き
つ
け
工
事
中
に
着
火
す

る
火
災
が
あ
り
、
38
名
の
方

が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
韓
国

で
は
、
２
０
０
８
年
１
月
に

も
同
じ
利
川
で
ほ
と
ん
ど
同

じ
よ
う
な
火
災
で
40
名
の
方

が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
今
年

１
月
に
は
平
沢
で
消
防
士
３

人
が
殉
職
す
る
工
事
中
の
冷

凍
倉
庫
の
火
災
が
発
生
し
て

い
る
。

大
規
模
倉
庫
の
火
災
は
、

多
数
の
死
者
や
殉
職
者
が
発

生
し
た
り
、
死
傷
者
が
い
な

い
場
合
で
も
、
鎮
火
ま
で
に

長
時
間
か
か
っ
た
り
す
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。

倉
庫
火
災
の
発
生
場
所
と
火

災
原
因

２
０
１
４
‐
16
年
の
倉
庫

火
災
１
５
０
０
件
に
つ
い
て

見
る
と
、
倉
庫
火
災
は
、
常

時
は
人
が
い
な
い
一
般
倉
庫

部
分
（
８
６
４
件
（
57
・
６

％
））で
最
も
多
く
発
生
し
て

お
り
、
常
時
人
が
い
る
作
業

場
・
工
場
部
分
（
54
件
（
３
・

６
％
））や
一
般
事
務
所
部
分

（
19
件
（
１
・
３
％
））
で
発

生
す
る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
。
倉
庫
火
災
の
出

火
原
因
に
つ
い
て
は
、
電
気

関
係
（
４
４
４
件
（
29
・
６

％
））、
放
火
関
係
（
２
５
８

件
（
17
・
２
％
）、
た
ば
こ

関
係
（
２
０
４
件
（
13
・
６

％
））
の
火
災
が
９
０
６
件

（
60
・
４
％)

を
占
め
て
い

る
。

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
よ
る
区

画
大
空
間
は
、
建
築
基
準
法

令
に
よ
り
、
１
５
０
０
㎡
以

内
ご
と
に
防
火
区
画
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
倉
庫

の
よ
う
な
空
間
の
場
合
、
通

常
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
よ

っ
て
区
画
さ
れ
る
。

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
、
閉

鎖
の
た
め
の
機
構
に
不
備
が

あ
っ
た
り
障
害
物
が
あ
っ
た

り
し
て
閉
鎖
し
な
い
確
率
が

通
常
の
防
火
扉
よ
り
高
く
、

枚
数
が
増
え
る
と
全
て
の
防

火
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
完
全
に
閉

鎖
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
な

る
。
ま
た
、
た
と
え
防
火
シ

ャ
ッ
タ
ー
が
閉
鎖
し
て
火
災

を
防
火
区
画
の
中
に
閉
じ
込

め
る
こ
と
に
成
功
し
て
も
、

こ
の
種
の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

は
遮
煙
性
能
が
な
く
煙
が
漏

れ
て
く
る
た
め
、
消
防
活
動

は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
防

火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
防
火
性
能

も
１
時
間
し
か
保
証
さ
れ
て

い
な
い
。

防
火
の
視
点
か
ら
は
、
倉

庫
の
よ
う
な
空
間
は
、
壁
で

区
画
す
る
部
分
を
増
や
し
壁

の
開
口
部
も
で
き
る
だ
け
小

さ
く
し
て
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

で
区
画
す
る
こ
と
に
よ
る
リ

ス
ク
を
下
げ
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
使
い
勝
手
を
重
視
す

る
た
め
か
、
倉
庫
が
そ
の
よ

う
な
視
点
か
ら
設
計
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う

で
あ
る
。

可
燃
物
が
高
密
度
に
集
積

倉
庫
は
、
空
間
を
立
体
的

に
使
っ
て
大
量
の
物
品
を
収

納
す
る
場
合
も
多
く
、
可
燃

性
の
物
品
が
高
密
度
に
集
積

さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の

傾
向
を
推
し
進
め
た
の
が
ラ

ッ
ク
式
倉
庫
（
棚
又
は
こ
れ

に
類
す
る
も
の
を
設
け
、
昇

降
機
に
よ
り
収
納
物
の
搬
送

を
行
う
装
置
を
備
え
た
倉

庫
）
で
あ
る
。

ラ
ッ
ク
式
倉
庫
は
、
消
火

が
極
め
て
難
し
い
た
め
、
１

９
７
２
年
に
、
天
井
高
が
10

ｍ
を
超
え
延
べ
面
積
が
７
０

０
㎡
以
上
の
も
の
に
は
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ

が
、
１
９
９
５
年
に
発
生
し

た
埼
玉
県
吉
見
町
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
制
御
の
無
人
ラ
ッ

ク
式
倉
庫
の
火
災
で
は
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
が
作
動

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
消
火

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
火
災

で
は
、
消
火
作
業
に
あ
た
っ

た
消
防
士
な
ど
３
名
が
殉
職

し
た
た
め
、
１
９
９
６
年

に
、
棚
ご
と
に
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
設
置
す
べ
き

と
す
る
な
ど
、
技
術
基
準
の

整
備
が
行
わ
れ
た
。

消
防
活
動
が
困
難
で
焼
損
床

面
積
が
大
規
模
化

大
規
模
な
倉
庫
が
火
災
に

な
っ
た
場
合
、
消
防
隊
が
倉

庫
内
部
に
入
っ
て
活
動
す
る

に
は
大
き
な
危
険
が
伴
う
の

で
、
消
火
活
動
は
慎
重
に
せ

存
在
に
な
る
。

ウ
レ
タ
ン
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

パ
ネ
ル
の
危
険
性

食
品
倉
庫
の
場
合
は
埃
や

細
菌
を
防
ぐ
た
め
内
部
仕
上

げ
を
平
滑
に
す
る
必
要
が
あ

り
、
こ
の
た
め
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
な
ど
の
金
属
板
を
表
面
材

と
し
発
泡
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン(

以
下
「
ウ
レ
タ
ン
」)

な
ど

の
有
機
系
の
材
料
を
コ
ア
材

と
し
た
可
燃
性
積
層
材
料

（
以
下
「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ

ネ
ル
」）が
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
冷
蔵
倉
庫
や
冷
凍

倉
庫
の
場
合
は
、
断
熱
性
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

断
熱
材
と
し
て
吹
き
つ
け
の

ウ
レ
タ
ン
な
ど
が
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
を
分

厚
い
コ
ア
材
と
し
た
断
熱
型

の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が

用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

断
熱
材
と
し
て
ウ
レ
タ
ン

を
用
い
た
倉
庫
で
火
災
が
発

生
す
る
と
、
急
激
に
発
生
す

る
大
量
の
黒
煙
が
視
界
を
奪

っ
て
避
難
を
困
難
に
し
、
同

時
に
発
生
す
る
一
酸
化
炭
素

が
人
命
を
奪
う
可
能
性
が
高

い
。特
に
、工
事
中
な
ど
で
、

表
面
材
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

な
い
剥
き
出
し
の
ウ
レ
タ
ン

が
多
い
と
、
延
焼
速
度
が
大

き
く
な
る
た
め
、
人
命
危
険

ざ
る
を
得
ず
、
鎮
圧
・
鎮
火

ま
で
に
長
時
間
要
す
る
こ
と

が
多
く
、
焼
損
床
面
積
も
大

き
く
な
る
。

ち
な
み
に
、
２
０
１
１
年

か
ら
２
０
１
５
年
ま
で
の
５

年
間
に
発
生
し
た
倉
庫
火
災

は
２
７
４
７
件
（
平
均
年
５

５
０
件
）あ
り
、火
災
１
件
当

た
り
焼
損
床
面
積
は
１
１
３

㎡
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

２
７
４
７
件
の
う
ち
１
２
０

５
件
（
43
・
９
％
）
が
全
焼

に
至
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

12
件
は
覚
知
か
ら
鎮
火
ま
で

25
時
間
以
上
要
し
て
い
る
。

特
に
延
べ
面
積
１
０
０
０
０

㎡
以
上
の
倉
庫
の
場
合
は
全

焼
に
至
っ
た
火
災
２
件
の
全

て
が
鎮
火
ま
で
に
25
時
間
以

上
要
し
て
い
る
。
倉
庫
火
災

の
場
合
、
初
期
消
火
に
失
敗

す
る
と
全
焼
に
至
る
ケ
ー
ス

が
極
め
て
多
く
、
そ
の
焼
損

床
面
積
も
極
め
て
大
き
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

倉
庫
の
規
模
は
年
々
大
規
模

化
し
て
い
る

倉
庫
内
で
仕
分
け
、
配
送

な
ど
の
作
業
を
す
る
に
は
一

続
き
の
大
き
な
空
間
の
方
が

効
率
が
良
い
た
め
か
、
倉
庫

性
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設

置
を
考
え
る
べ
き

以
上
の
よ
う
に
、
近
年
の

物
流
シ
ス
テ
ム
の
実
態
を
背

景
と
し
て
、
倉
庫
、
特
に
大

規
模
倉
庫
は
、
火
災
の
視
点

か
ら
見
る
と
極
め
て
問
題
の

多
い
も
の
に
な
っ
て
来
て
い

る
。大

規
模
倉
庫
は
、
出
火
率

が
極
め
て
高
く
、
初
期
消
火

に
失
敗
し
た
場
合
に
全
焼
に

至
る
確
率
も
極
め
て
高
い
た

め
、
火
災
に
よ
る
損
害
額
が

極
め
て
大
き
く
な
る
。
ま

た
、
内
部
に
い
る
作
業
者
が

多
い
の
に
避
難
上
問
題
が
あ

る
建
物
が
多
い
た
め
、
初
期

消
火
に
失
敗
し
た
場
合
に
多

数
の
人
命
が
失
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。日
本
で
も
、ア
メ

リ
カ
な
ど
と
同
様
、
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
を
考

え
る
べ
き
時
に
来
て
い
る
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
、

設
置
に
も
維
持
管
理
に
も
相

当
の
費
用
が
か
か
る
が
、
そ

の
初
期
消
火
能
力
と
、
初
期

消
火
に
失
敗
し
た
場
合
の
財

産
被
害
、
人
命
被
害
の
大
き

さ
を
比
較
す
れ
ば
、
経
営
的

な
視
点
か
ら
見
て
も
十
分
ペ

イ
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

の
規
模
は
年
々
大
型
化
す
る

傾
向
に
あ
る
。
倉
庫
火
災
の

場
合
、
初
期
消
火
に
失
敗
し

た
と
き
全
焼
に
至
る
確
率
が

極
め
て
高
い
た
め
、
倉
庫
の

規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

火
災
に
な
っ
た
場
合
の
焼
損

面
積
や
損
害
額
も
大
き
く
な

る
危
険
性
が
高
い
。
前
述
の

よ
う
に
大
規
模
倉
庫
に
つ
い

て
は
出
火
率
が
極
め
て
高
い

点
も
考
慮
す
れ
ば
、
防
火
安

全
対
策
を
現
状
（
法
令
水

準
）
に
留
め
た
ま
ま
単
純
に

倉
庫
の
大
規
模
化
を
追
求
す

る
の
は
、
経
営
的
に
見
て
も

合
理
的
と
は
言
い
難
い
の
だ

が
、
経
営
者
は
気
づ
い
て
い

な
い
よ
う
だ
。

段
ボ
ー
ル
の
危
険
性

物
流
倉
庫
の
場
合
、
梱
包

用
に
段
ボ
ー
ル
が
大
量
に
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
段
ボ
ー

ル
は
構
造
上
、
着
火
し
易

く
、延
焼
し
易
く
、火
力
が
強

く
、
ま
た
、
粉
末
消
火
器
で

は
消
火
に
く
い
。
段
ボ
ー
ル

を
箱
状
に
組
み
立
て
る
と
、

そ
の
特
性
は
さ
ら
に
強
く
な

る
。
こ
の
た
め
、
段
ボ
ー
ル

が
大
量
に
あ
る
と
、
防
火
の

視
点
か
ら
は
極
め
て
厄
介
な

大
阪
日
立
物
流
倉
庫
の
火
災
と
倉
庫
の
火
災
危
険

地
水
火
風
牧
野

恒
一
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昨
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更
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昨
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更
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昨
年
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昨
年
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戦
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